












































































































次 時 主な学習活動 評価
１ ○既習事項の復習
１ ２ ○あまりが出るわり算があることを知る。
○包含除であまりのあるわり算の意味を知る。
○あまりのあるわり算の場面を式に表して，答えを
求めることができる。【発言】【ノート】
３ ○あまりはいつもわる数より小さくなることを知
る。
○あまりはいつもわる数より小さくなることを理解
している。【観察】【発言】
４ ○みかん16個を３人で同じ数ずつ分けるわり算の
立式を考え，答えを求める。その答えを数図ブ
ロックを使って確かめる。
○等分除の場合もわり算で表し，わけを書くことが
できる。また，かけ算九九で答えを求めることが
できる。【発言】【ノート】
５ ○23÷５の操作を，数図ブロックを使って行う。
その後，計算で確かめる。
○あまりのあるわり算の確かめができる。【観察】
【ノート】
６ ○練習
２ ７ ○あまりを切り上げるか切り捨てるかを考えて，
あまりの処理の仕方を工夫する。
○あまりを切り上げるか切り捨てるかを，動作や図
などで説明することができる。【観察】【発言】
３ ８ ○学習内容の自己評価
　あめが12こあります。３こずつくばると，何人に分けられますか。
　あめが13こあります。３こずつくばると，何人に分けられますか。
　たこやきが19こあります。４こずつ分けると，何はこできて何こあまりますか。
写真２　はじめてのあまりのあるわり算での
児童の考えをまとめたボード
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　児童は，前時の問題文と類似した構造であることから，わり算の問題になると気づいた。全員で「19÷４」の式にな
ることを確認し，各自で答えを求めさせた。全員が問題を解き終わったころ，教師が以下の答えを提示した。
　提示された答えを見たとたん，児童からは「違う。」「そうじゃない。」という声があがった。「何がちがうの？ちゃん
と４個ずつ分けると２箱できるし，そうするとあまりは11個になるよ。合ってるじゃない。」と教師がマグネットで示
しながら説明すると，「そうじゃなくて，あまりが変。」「あまりが多すぎる。」という言葉が出てきた。それらの発言か
ら児童が「あまり」の大きさに問題を感じていることを確認し，「あまり」の大きさをどうすればいいのか考え，説明
することを学習課題に設定した。
　課題解決の時間となり，児童は「どうしてあのあまりだとだ
めなのか説明して，特に先生を納得させる」ことに意欲を燃や
した。マグネットを使い，自分で確かめながら考える児童，１
つずつ〇を描いて考える児童，テープ図を描いて考える児童な
ど，それぞれの方法で考えを表していった。考えを表すことが
できても，それを説明して相手を納得させなければならない。
自分の考えがおおよそまとまると，グループになってお互いの
考えを説明し合う児童もいた。自分とは違う考えにふれた児童
が，どうしてそうなるのか相手の児童に問い返したり，同じ考
え方でも相手の説明が不十分，または適切でないと感じて，そ
の説明を補って一緒により分かりやすい説明を考えたりしていた。
　発表時間には，３種類の考え方が発表された。自分と同じ考えの児童が説明にとまどうと，周りの児童が積極的に
フォローした。３種類全ての発表が終わり，「19÷４の答えは，４あまり３が正しい。あまりが４より小さくならなく
てはいけないから。」という意見でまとまった。
６　成果と課題
　⑴　自分の考えを伝え合う力を育成するための「可視化」の工夫の効果について
　ホワイトボードに自分の考えを書き出す活動を取り入れることで，児童はそれまでより自分の考えを伝えられるよう
になった。文章で自分の考えを表現することが苦手な児童も，算数の学習では絵に描いたりテープ図などで表したりと
文章以外の表現方法を用いて自分の考えを表せるようになった。図を使って表すと，「ここの５が…」と図を指さすな
どして相手に分かるように説明しようと工夫するようになった。また，ホワイトボードで考えを可視化するようになっ
てから，相手の意見に対して質問したり，自分が違うと思った箇所について指摘し，「自分は，ここはこうなると思
う。」など議論し合ったりする姿が増えた。
　以下は，第１次－②でのA，B，C，D児の４人の話合いの様子である。
　
　この中で特にＣ児は，これまでの学習で自分の考えと相手の考えの相違点を見つけること，どうして自分がそう考え
たのか説明することを苦手としていた。４人での話合いで，Ａ，Ｃ，Ｄ児は「19÷４＝４あまり３」と考え，そのやり
方を説明した。それに対し，Ｂ児は教師が示した誤答（２あまり11）のあまりの部分のみに注目した。「11というあま
写真３　マグネットを使って考えを表す児童
Ａ児：19を４個ずつ分けていくと，４箱できて最後の１箱は１個足りないからあまりになる。だから，４あまり３
だと思う。
Ｂ児：わたしも，11個を４個ずつ分けていくと２箱できるけど，３個あまっちゃうから，答えは４箱できてあまり
が３個になったよ。
Ｃ児：え，11個ってなに。19個でしょ。式も「19÷４」って書いてるじゃない。
Ｂ児：たこやきが11個あるのがいけないから，それを４個ずつに分けていくの。
Ｄ児：11だと，４個ずつは２箱しかできないよ。それがなんで４箱できるってことになるの。
Ｂ児：だから，11を４個ずつに分けたら２箱できて３個あまるから，４箱になるでしょ…。
　19÷４＝２あまり11
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りは，まだ分けることができる」と考え，「11÷４＝２あまり３」を図で表し，「だから，（始めの２箱と合わせて）４
箱できて３個あまる」と説明した。この説明を聞いたＡ，Ｃ，Ｄ児は，ホワイトボードに記されている「19÷４＝４あ
まり３」と「11÷４＝２あまり３」の図が噛み合わないことを指摘し，また11という数の由来を質問した。その際，Ｃ
児は，Ａ児のホワイトボードのテープ図を指し示しながら「たこやきは19個あるよ。」と自分の考えの根拠を説明した。
どうして自分のホワイトボードを使わないのかとＣ児にたずねると，「自分とＡ児とＤ児は同じ考えだとわかって，３
人の中でＡ児のものが一番きれいに書いてあるからこれを使おうと３人で決めた。」と答えた。ホワイトボードに考え
を可視化することで，Ｃ児は自分と同じ考えの人，そうでない人をはっきりと理解し，相違点を指摘することができた。
これは，Ｃ児が「相手に自分の考えを正確に伝えられた」と言え，また「相手の考えを正確に理解することができた」
と言える。ホワイトボードを使った考えの可視化によって伝え合う力が育成され，それは児童の学び合いを活発にする
ことにつながった。
　ホワイトボードを使って学習することに抵抗を示す児童はいなかった。普段の学習用具であるノート以外の物を使う
ことに関心が高く，ボードを使いたくて考えをなんとかまとめようとする姿も見られた。児童の意欲を引き出すという
点でもホワイトボードの活用は有効だったと考える。
　⑵　児童の学習意欲を引き出すための工夫の効果について
　以下は，第１次－②で問題を出した時の児童の反応である。
写真４　19を４ずつに分けたＡ・Ｃ・Ｄ児の考え
　　　　（写真のボードは，A児のもの）
写真５　教師が示した誤答のあまり11に着目した
Ｂ児の考え
Ｔ ：（たこ焼きのマグネットを黒板に貼る）
C1 ：たこ焼きだ！
C2 ：今日はたこ焼き。食べたい。どうするの，それ。
Ｔ  ：もうすぐ文化祭があるよね。いろいろな物が売られるけれど，先生はたこ焼き屋さんになろうと思うんだよね。
１箱そうだな…４個ずつにして売ろうと思います。それで，ここにあるたこ焼きで何箱できるかな。
（問題を提示する）
（各自で立式，自分なりの答えをノートに書く）
Ｔ ：みんな答えは出せたかな。じゃあ，先生と答え合わせをしましょう。はい。
（「２あまり11」の誤答を黒板に板書する）
C3 ：全然違う！
C4 ：おかしいでしょ。
Ｔ  ：え，おかしくないでしょう。先生だよ，間違えませんよ。
C5 ：たこ焼きが全部で19個になるならいいけど…。
T  ：（黒板のたこ焼きのマグネットを操作しながら）４個ずつが２箱，あまりの11を合わせればちゃんと19個にな
りますよ。２箱でいいじゃないですか。
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　たこ焼きのイラストを使ったマグネットが出されると，児童は一斉に黒板に注目し，たこ焼きをどうするかを話題に
し始めた。この時間のめあては「あまりはいつもわる数よりも小さくなることを知る」である。めあての達成に向けて
児童が主体的に取り組むためには，「あまりの大きさ」に注目させ，「どうしてそうなるのか」児童が進んで考えること
が重要であった。そこで，児童に問題を解かせて答え合わせをする学習過程ではなく，あまりの大きさが不自然な誤答
を教師が提示する導入とした。児童はその誤答を見て教師の間違い箇所（あまりの部分）に注目し（　　部分），その
部分をどうにかしなければいけない，先生に正しい答えを教えてあげたいと学習に対する意欲を高めた（　　部分）。
児童の身近なものを取り扱うこと，誤答を提示するなどの工夫は，児童の「やりたい」「解きたい」という意欲を引き
出すことができた。
　⑶　課題
　本実践をとおして，次のような課題が見えてきた。
　一つ目は，児童の考えをホワイトボードで可視化した後，その考えをきちんとノートに書き写すことである。本実践
の第１次－②のように，一人一人が自分の考えをもつことで答えは同じでも説明の仕方が違ったり，注目点が違う考え
が出されたりした。それらの考えを自分の学びとして残すことはとても大切なことである。発表の後に自分の考えを含
む友達の考えをノートに書き写す時間を確保した授業計画を立てなければならない。
　二つ目は，様々なパターンの問題にふれさせ，問われ方が変わっても対応できる力を養っていくことである。算数は，
積み重ねの学習である。以前に学習したことを基に問題を考えたり，前時の問題と本時の問題を比較したりしながら学
びを進めていく。本実践では，児童が問題の題意をすぐに読み取れるように問題文をシンプルにし，前時の問題文と類
似した構造にするなどの工夫を取り入れた。しかしこれは，逆に見れば「同じような文章の問題しか解けない」という
事態を招きかねない。問題文に取り上げられている題材が違っていたり，文章表現がまったく異なっていたりしても，
その題意を正確に読み取り自分がこの問題で求めなければならない答えは何であり，そのためにはどう考え，どんな計
算をすればいいのかを考える力が必要である。その力を養うための手立てをしっかりと計画して取り組んでいかなけれ
ばならない。
７　おわりに
　一人一人の児童が「やりたい」という意欲をもって授業に参加するにはどうすればいいのか，「この授業で自分はこ
の学びを得ることができた」と実感するにはどうすればいいのかを考え，本実践に取り組んできた。取り組んで改めて
実感したことは，児童自身から課題を引き出すことの大切さ，そしてどんな形でもいいから自分の考えをアウトプット
することの大切さである。教師が与える問題は学習に取り組むためのきっかけであり，その中に児童が「この部分につ
いて考えたい」と感じるポイントを作ることが大切である。また，文字でも図でも自分にできる方法で自分の考えを表
出することで，児童は改めて自分が何を考えていたのか確認する。考えを明確にすることで，他者の考えと比べて共通
点を見つけたり，間違いを見つけて修正したりすることが可能になり，学びを深めていることを実感できる。そのため
に，本実践では年間を通したホワイトボードの活用を取り入れたが，今後様々な単元，教科でこれらを実現できるよう
に取り組んでいきたい。
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C6 ：いやそうじゃなくて，あまりが多すぎる。
C7 ：あまりが大きすぎて変。そんなにあまりはなくていいんだよ。
Ｔ ：あまりの大きさをどうにかすればいいってこと？
C8 ：そう。
C9 ：やり方知ってます。
